
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昭和 9年 10年 11年 12年 13年 14年25年 26年
木炭生産量 165 240 888．4 1881．42411．92619．7 1854．72541．5
昭和 27年 28年29年 30年31年 32年 33年 34年
木炭生産量 3133．7 4502．7 4005．13924 94052．9 5750．94022．83015．7
昭和 35年 36年 37年 38年39年 40年 41年42年
木炭生産量 3874．4 3136．22639．5 2559．41579．12016．31575．51388．7
昭和 43年 44年 45年
木炭生産量 1148．3701．5 312．4
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都圏などの都市部における土木工事への出稼ぎに出る人も一時的に増える。しかし一方では，炭焼
きのための原木を国有林から払い下げていた集落単位の組合組織が，用材やパルプ材の伐採とその
販売を目的とした組合に再編され，また民間木材会社による国有林の伐採のための地元雇用も拡大
し，山仕事と呼ばれる国有林の伐採が地域住民の大きな収入源となる時代がしばらく続く。
　安家においても，津軽農村のように全村をあげてというわけではないものの，主に北海道への出
稼ぎは明治期から一部にはあり，主として明治から大正にかけては転籍・分家という形で安家から
北海道へ移住して行く動きもあった。安家において「居住地域内完結型生存戦略」が大勢をしめる
生存戦略であったのは確かであるが，一方では一部に「居住地域外志向型生存戦略」を取る人々も
いたのである。しかしそうした生存戦略がある程度以上に拡大していかなかった要因として，筆者
は製炭という通年稼働型の生業の登場が大きく寄与したのではないかと考える。この生業の登場に
よって集落ごとに木炭原木の国有林からの払い下げ組合が組織され，木炭王国と呼ばれるようにな
り，その収益は当時の安家の暮らしの支柱であった［例えば鈴木1958，宮川1965，岡1990など］。
安家村村勢要覧による安家村の諸産業の生産額比率［鈴木1958］をみると，昭和26年には木炭が
59．4パーセント，昭和30年では44．2パーセントであるが，これは実際には当時全く販売されな
かった農産物を含んでの数字であり，純現金収入の中での比率は，それぞれ昭和26年が73．2パー
セント，昭和30年が53．6パーセントと推定される。
　このように安家の基幹産業であった製炭は，農村恐慌対策による自動車道の開通を契機に急速に
勃興した。これによりナラ林資源は木炭という商品を生み出す源泉へと変貌し，時代的背景もあっ
て，人々は出稼ぎよりもこの新たな生業に傾注していったのである。
（3）農村恐慌時における農村と山村…娘の身売りと奉公
　筆者はこれまでに，安家で発達した地頭名子制度の歴史は新しく，明治の後期以降のものであり，
地区住民が子牛や繭の価格暴落など経済的なインパクトを受けるたびに，その負債を埋めるために
自作農が土地を地頭に譲渡したり，地頭の牛を飼う牛小作を条件として金を借りたり返済を延ばし
てもらうという形で，小作や名子になっていったことを指摘している［岡1990］。だからこうした
地頭名子制度もある意味においては，住民が地域外に働きに行くことなく，小作・名子化しながら
も地域内で暮らしていく方向性に導いたといえよう。
　昭和の6年から10年頃にかけて繭の価格暴落と同時に東北一帯で凶作が続き，農民の飢餓や娘
の身売りが農村恐慌として新聞などで大きく報道され，現地を踏査した記事なども発表されている
［無明舎出版1991］。当時農村からの娘の身売りはその悲惨さを印象づけたし，また山間部では米が
食えずにドングリを食べている状況だと書かれている。こうした娘の身売りなど農村の悲惨な状況
が，当時の右翼思想家や軍部青年将校らがテロやクーデターに走った動機のひとつであり，軍部勢
力の拡大につながる要因のひとつになったとは，近代日本史の説くところである［例えば，山崎編
1989］。こうした娘の身売りも東北農村の取ったひとつの生存戦略であったと見ることも可能であ
ろう。あるいは「居住地域外志向型生存戦略」の一変型とみることも可能かもしれない。しかし安
家ではこうした生存戦略は取られなかった。
　聞き取りによる農村恐慌の時代の安家の状況は，平地農村とは大きく異なる。これは畠山
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［1989：177］も指摘しているが，北上山地の山村では，昭和の初めに大きな恐慌があったという認
識はあまりない。戦後の「欠配」の時は「せっかく収穫したものを，例え不作でも決められた量だ
け供出しなければならなかったから苦しかった」が，昭和の初め頃は「供出もなかったし，米はま
だ作っていなかったから」という。そしてこの昭和初期には村の富裕層でも，白米を食べるのは盆
と正月だけであった。先に述べたようにドングリなどの堅果類の代用食は別にこの恐慌時に限らず，
食糧が不足すればいつでも利用してきたものだったし，それを悲惨とも考えていなかった。また娘
を売らなければならなくなることなどなかった。むしろこうした恐慌に対応する形で行われた営林
局の国有林の炭材の無制限，廉価代金分納という決定を積極的に取り入れ，組合を作って国有林の
クリを払い下げてもらって，枕木材として流送して収入を得ていることが目を引く。
　もちろん当時村内の富裕層に娘が子守に行くという形での口減らしはあり，子供の多い家や，両
親が出稼ぎなどで不在になる家では子供を奉公に出した。しかし経済的には苦しくなくとも，子供
は奉公に出して修養させるべきだという考えの親もあり，そうした家でも奉公という制度を利用し
た。だから奉公に出ることはプラスイメージでとらえられ，奉公に行けば躾ができているととらえ
られて良い縁談につながり，小作や名子ではなく自作農に嫁入りする例が多かったという。そして，
嫁に行くときには奉公先で嫁入り支度もしてもらえた。さらに奉公に行った家とは死ぬまで親戚づ
きあいが続き，現在においても，故人が半世紀以上前に奉公にきていたという理由だけで，かつて
の富裕層の家からも葬式に参列する。逆に奉公先で葬式を出すときには，親戚同様に嫁入り先から
必ずかけつけた。富裕層から町議会などの選挙に出馬する際までも，こうした関係性が集票に役
立ったという。昭和に入ってからは，このような奉公・子守は，主に3軒の富裕層（うち2軒は名
子を持つ）が受け入れていた。
　このように奉公の慣行は，口減らしと修養というふたつの機能を果たしていた。前者については，
外部への娘の身売りを防ぐ機能も果たしていたと考えられる。また逆に，大正の初めごろにさかの
ぼるものの，ある安家の富裕層の家では，盛岡周辺の水田地帯の困窮する家から，二人の少女を奉
公人として預かってきた。この場合はもちろん売り買いではなかったと想像されるが，二人はこの
家で育てられ，いずれも安家の自作農の家に嫁いで一生を終えている。葬式の時にも盛岡からの参
列はなかったという。その後もこの家では，村内・村外を問わず多くの子女が奉公し嫁いでいった。
　農村が困窮し娘が売られるといった状況がある一方で，農村の娘を引き取って育てている山村の
富裕層がいたことを考える時，当時の北上山地の山村には，平地稲作農村とは異なる状況が存在し
たと思わずにはいられない。こうした違いはひとつには，まだ山村の経済が市場経済化されておら
ず，自給的であったことにあると思われ，その自給性を支えた畑作・焼畑と共にナラ林の存在はや
はり大きかったといわざるをえない。富裕層や地頭は小作・名子の労働によって豊かであったので
あり，彼らの生存を支えた大きな柱のひとつとしてシタミがあったのだから。
おわりに
　北上山地山村の「居住地域内完結型生存戦略」の成立基盤には，所与の植生として豊かであった
ナラ・クリ林の存在が不可欠であった。またこれを支えた条件として，製炭の隆盛や地頭名子制度
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『居住地域内完結型生存戦略』
→→ →
農村恐慌対策事業 →
→
製炭　枕木流送 地頭名子制度
??
→ → →
豊富なナラ・クリ林資源を有する植生
図4　『居住地域内完結型生存戦略』の成立の構造
の発達による出稼ぎの減少，そして富裕層への奉公の慣行により村外への人口流出がくいとめられ
ていたことがあげられる（図4）。こうした構図は，第二次世界対戦後の農地開放により地頭名子
制度が解体し，奉公の慣行も消滅し，昭和40年代に製炭も衰微し，森林のほとんとが伐採された
ことにより，現在では成立し得なくなっている。
　なお，本稿のなかで年々集落についての記述は，岡［1987a］で発表した資料を再度用いている。
また柳田の著書からの引用箇所については作道［1997］の論考から示唆を得た。3章（3）「農村恐
慌時における農村と山村」については，国立歴史民俗博物館基幹研究「日本歴史における環境と人
間生活に関する総合研究～日本歴史における労働と自然～」研究会における筆者の発表に対するコ
メント，なかでも松井健東京大学教授に示唆をうけた部分が大きい。研究会に参加された方々と，
発表の機会を与えていただいた篠原徹国立歴史民俗博物館教授に感謝する。
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Materialized　Conditions　of　the　Surviving　Strategy　in　the　Villages　of
the　Kitakami　Mountains，　Northeast　of　Japan：栖z〃η∂権Forest．　Charcoal
Making，」肋・Mago　System　and　ApPrenticeship
OKA　Keisuke
In　the　villages　of　the　Kitakami　mountains，　there　used　to　be　frequent　harvest　failure　and　famine，　and
due　to　the　heavy丘ef　tax　and　the　small　acreage　under　cultivation，　it　was　the　most　important　task
how　to　secure　annual　food．　Many　people　of　the　communities　have　made　the　ma】dmum　use　of
regional　wild　plants，　and　have　opened　ground　in　the　mountains　under　cultivation，　thus　they　have
secured　necessary　food　（OKA，1990）．　Activities　of　this　kind　are　considered　as　dle“surviving
strategy　completed　within　the　quarters”，　and　some　scholars　think　it　quite　common　in　mountain
communities　of　the　Northeast　of　Japan（NAMOTO，1996）．
　　　　　The　author　of　this　paper　has　conducted五eldwork　at　Akka，　Iwaizumicho，　a　small　community
in　the　Kitakami　mountains．　There，　a吐er　the　Second　World　War　in　the　d廿丘cult　period　of　obtaining
food，　people　utiUzed　s磁α吻（acorn），　after　removal　of　harshness　and　opened　land　by　the　slash－
and－burn　method．　These　were　a㎞ost　the　same　as　the　ways　to　cope　with　famine　du亘ng　the　pedod
of　the　feudal　government．　This　strategy　had　high　poten6ahty　of　long　duration，　which　actually
had　more　than　one　hundred　years　of　effectivity．　In　order　to　work　out　this　strategy，　the　vast　forest
of痂z耽αγα　（a　kind　of　oak）was　indispensaも1e　（AONO　and　others，1975），　which　intensively
distributed　in　the　Kitakami　mountains　among　areas　in　the　Northeast　of　Japan．　The励z耽αγαforest
was　also　necessary　for　the　iron　manufacturing　with　foot　bellows　in　the　feudal　days　and　the　charcoal
making　1）usiness　after　1935．
　　　　　　In　Akka　Uke　other　places　in　the　Northeast　of　Japan，　some　people　worked　away　from　home
（4θカαs¢gのsince　the　Me6i　period．　However，　this　outside－th餌uarter　surviving　strategy　did　not
flourish　in　Akka，　mainly　because　the　villagers　turned　into　tenants　and　serfs（瓦osα肋and〃αgo）
under　theガτo一ηαgo　system　developed丘om　the　Meiji　period，　and　the　whole　year　operated　charcoal
business　grew　prosperous　by　the　countermeasures　to　the　farming　community　crisis．
　　　　　　At　the　time　of　impoverishment　of　rural　communities，　it　became　an　issue　that　young　girls
from　the　Northeast　farming　villages　sold　themselves　into　bondage．　But　in　Akka，　famiUes　which　had
dHlficulties　securing　food　sent　out　their　children　into　service　of　the　wealthy　classes，　then　there　were
no　girls　who　sold　themselves　into　outside　bondage．　Moreover，　the　wealthy　classes　in　mountain
communities　sometimes　took　over　girls　from　agricultural　communities　and　brought　them　up．　These
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were　possible　because　the　mountain　village　economy　was　still飴irly　se任supporting，　and　the
existence　of痂z耽α斑fbrest　was　quite　important，　which　sustained　this　seH二support　together　with
dry　field　farming　and　slash－and－burn　agriculture．　In　other　words，　the　wealthy　classes　were　rich
because　of　the　existence　ofゐosαカμandη〔瑠o，　and　s丘鋤励was　one　of　the　means　which　sustained
the　sel仁supPort　of為o∫α為μ　and　η㎎o．
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